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９月の 行事予定 

日 曜 行 事 きらり 

１ 日   

２ 月   

３ 火 バス散歩（森林公園） 出張ひろば 

４ 水 バス散歩（上島緑地） カンガルータイム 

５ 木 リズム A ちいさなおなべの会 発達支援 

６ 金 リズム B・C おおきくなったかな  

７ 土 保護者会夏まつり  

８ 日   

９ 月 ファミリーデー 
妊婦さんとその家族のた
めの講座 

10 火 バス散歩（上島緑地） 出張ひろば 

11 水 バス散歩（森林公園）口をはぐくむ教室（すだち） どんぐりグループ 

12 木 リズム A お茶会 発達支援（心理士） 

13 金 リズム B・C  

14 土   

15 日   

16 月 敬老の日  

17 火 バス散歩（森林公園） 出張ひろば 

18 水 バス散歩（森林公園） カンガルータイム 

19 木 リズム A 発達支援 

20 金 リズム B・C きらり講座 

21 土   

22 日 秋分の日  

23 月 振替休日  

24 火 バス散歩（中田島砂丘） 
出張ひろば 
ハーフバースデイのつどい 

25 水 バス散歩（中田島砂丘） どんぐりグループ 

26 木 リズム A お茶会 発達支援 

27 金 リズム B・C 誕生会  

28 土 保護者会園庭整備  

29 日   

30 月  
妊婦さんとその家族のた
めの講座 

 

        １０月の予定 

 ７日～1１日    ファミリーデー 

 １５日（火）    お弁当の日 

２５日(金)     誕生会 

 

※10 月よりお弁当の日が再開します。 

靴下を忘れずに！ 
9月 1日より入職します 

児童発達支援事業所（ひかり） 

杉本 愛海（すぎもと まなみ）さん 

        よろしくお願いします。 

絵本は心の架け橋～共有・共感・共動～ 

 

 
 9 月は防災月間です。日頃から避難訓練

を行うなど、いざという時に備えていま

す。先月には、南海トラフ地震緊急情報が

初めて発表されました。地域の防災訓練も

行われると思いますが、日頃から家族で話

し合っておいたり、備蓄をしたりするな

ど、備えておきましょう。園の防災訓練・

引渡し訓練は、11 月に行う予定です。ご

協力お願いします。 

すだちタイム 

9 月より、すだちタイムが始まります。

すだちさんは、お昼寝がなくなり、その時

間、年長児すだちだけで活動するようにな

ります。体が慣れるまで、ご家庭でも様子

をみてください。 

敬老の日 

お年寄りを敬い、長寿をお祝いする日で

す。すだちタイムで作ったプレゼントを 10

日に、老人施設のお年寄りの方々に、プレゼ

ントを届けにいきます。 

お知らせ 

お知らせしました通り、台風 10号の影

響により、保護者会主催の夏祭りが 9 月 7

日（土）に延期となりました。以降の延期

はありません。ご承知おきください。 

新しい家族が増えます。 

きいちご   たかとう もえなさん 

（かぜ 高藤 あやなさんの妹です）     

よろしくお願いします。 

靴下を忘れずに！ 

 『残暑見舞い、申し上げます。』 

二十四節気の立秋から 8 月末までに厳しい暑さの中、

相手の健康を見舞う便りを送り、まだまだ続く暑さを見

舞う文化です。今や携帯は 1 人１台が普通になり、Line

など手軽に文字を送れる時代、相手のことを想像し、思い

を馳せる手紙に懐かしさや趣を感じます。今、残暑見舞い

を出すのであれば、書き出だしは『立秋とは名ばかりの猛

暑の候…』なんていう書き出しがいいかと思いながら文

章を書いています。 

Line の話になりましたので、少し“待つ”ということ

の話を描いてみようと思います。 

保護者の皆さんは交換日記や手紙（文通）を体験した方

がどれだけいるでしょう？なぜいきなりと思うかもしれ

ませんが、Lineの“既読スルー”っていう言葉、聞いた

ことがあるのではないでしょうか？Line を送ると見た相

手に『既読』がつくようになっていて、「既読したなら返

信するでしょ？」とか、「え？無視？嫌われてるの？」な

んてことが話題になったことがあります。 

では、携帯が普及していない人たちはどうだったの

か？それは手紙に思いをたくし、送る。それも、届いたか、

届いていないかわからない。でも、届いていたらどんな表

情をするのだろうか？何って返信が来るのだろうかと想

像し“待っていた”のだと思います。手紙が届くのには、

昔の時代ですから、何日も時間がかかります。返信来たか

な？とポストを何度も見たり、届いていないのかな？と

心配になり再度手紙を出してみたり。再度、手紙を出した

ら手紙が届いたり…実は、この時間も“共有体験”をして

いるのです。 

今回何を伝えたいのかというと鷲田清一さんの『「待

つ」ということ』という本を題材に書いています。現在は

携帯の普及で、すぐに連絡がとれ、話しができる、解決で

きる時代になってきました。その分、相手に思いを馳せた

り、待つという時間が苦痛と感じられるようになってき

ていると感じます。これは、まさに人間関係においてもそ

うだと思いますし、子育てにも影響があるのではないで

しょうか。早くできることや早く解決できることがいい

ことではありません。相手のことを思い信じて待つ。 

“信じて”って、言葉では簡単に書ける言葉です

が、自らの行動にすると難しい言葉ですね。でも、

困っていたら声をかけたり、見守ったりしながら

…。時には近づきすぎて失敗し、時には待ちすぎ

て失敗し、恋愛もそうなのかな？子育てもそうな

のかな？失敗と成功の体験をしながら、恋も親と

しても成長していく、子どもと共に大人も成長さ

せてもらう。最初から上手くいく人も中にはいま

すが、そう最初から上手くいく人ばかりではあり

ません。一緒に子育てを考え、伝え合い、共に育

ちあい、成長できたらと思います。 

私たちも、多くの人が関わり、支えてくれた中

で今がある。子どもたちには人との関わりの豊か

な体験を、私たちの親にはしていただいた恩返し

をという気持ちで関わっていけたらなと考えて

います。その姿は子どもたちが観て、必ず自分や

その子ども（孫）たちに返っていくと信じてます。 

 

“待つ”ということ～思いを馳せて 

 

 

こどものとも 年少版 

『うごいた とまった』 

 
『あかちゃんがうごいた 

とまった』 

『かめがうごいた とまった』 

うごいた、とまったの繰り返し

が子どもたちの心をゆさぶり笑

顔にしてくれる本です。 

読んでいると、子どもたちの「き

ゃはは～」という声が聞こえて

きますよ♪ 


